
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
１、　下辺に比して上辺の短い台形形状を有すると共にボルト挿入孔が複数個設けられた
側板部と、
この側板部の基端側から垂直方向に延出すると共にボルト挿入孔が複数個設けられた当て
板部と、
から成る固定板Ａ。
下辺に比して上辺の短い台形形状を有すると共にボルト挿入孔が複数個設けられた側板部
と、
この側板部の基端側から固定板Ａと逆向きの垂直方向に延出すると共にボルト挿入孔が複
数個設けられた当て板部と、
から成る固定板Ｂ。
固定板Ａと固定板Ｂとにより挟持される形状で使用されると共に、ボルト挿入孔を複数個
設けた板材であり、
一辺が垂直辺であり他辺が右上りの斜辺であると共に、該垂直辺と該斜辺の交部が円弧形
状をなす切り欠き部と、
一辺が左下がりの斜辺であり他辺が垂直辺であると共に、該斜辺と該垂直辺の交部が円弧
形状をなす凸部と、
から成る板材Ｃ。
以上の固定板Ａ、固定板Ｂ及び板材Ｃを固着して成る柱取り付け型結合金物素材Ｄの構成
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要素たる固定板Ａの当て板部を、柱側面に設けられたほぞ溝に嵌入した状態でボルトで固
定する工程と、
２、　下辺に比して上辺の長い台形形状を有すると共にボルト挿入孔を複数個設けた側板
Ｅ。
二枚の側板Ｅ・Ｅにより挟持される形状で使用されると共にボルト挿入孔を複数個設けた
板材であり、
一辺が垂直辺であり他辺が右上りの斜辺であると共に、該垂直辺と該斜辺の交部が円弧形
状をなす凸部と、
一辺が左下がりの斜辺であり他辺が垂直辺であると共に、該斜辺と該垂直辺の交部が円弧
形状をなす切り欠き部と、
から成る板材Ｆ。
以上の側板Ｅ・Ｅ及び板材Ｆを固着して成る梁取り付け型結合金物素材Ｇを、梁に設けら
れたスリットに嵌入し、且つボルトで固定する工程と、
３、　柱に取り付けられた結合金物素材Ｄの構成要素たる板材Ｃの凸部が、梁に嵌入され
た結合金物素材Ｇの構成要素たる板材Ｆの切り欠き部に嵌まり込み、且つ、板材Ｃの切り
欠き部に板材Ｆの凸部が嵌まり込む形状で結合金物素材Ｄと結合金物素材Ｇを嵌合させ、
係る状態のもと梁の側面から挿入されたボルトで結合金物素材Ｄと結合金物素材Ｇを固着
し、もって柱と梁を固定する工程。
４、　以上の工程より成ることを特徴とする木造軸組の柱と梁の結合方法。
【請求項２】
１、　（１）　下辺に比して上辺の短い台形形状を有すると共にボルト挿入孔が複数個設
けられた側板部と、
この側板部の基端側から垂直方向に延出すると共にボルト挿入孔が複数個設けられた当て
板部と、
から成る固定板Ａ。
（２）　下辺に比して上辺の短い台形形状を有すると共にボルト挿入孔が複数個設けられ
た側板部と、
この側板部の基端側から固定板Ａと逆向きの垂直方向に延出すると共にボルト挿入孔が複
数個設けられた当て板部と、
から成る固定板Ｂ。
（３）　固定板Ａと固定板Ｂとにより挟持される形状で使用されると共に、ボルト挿入孔
を複数個設けた板材であり、
一辺が垂直辺であり他辺が右上りの斜辺であると共に、該垂直辺と該斜辺の交部が円弧形
状をなす切り欠き部と、
一辺が左下がりの斜辺であり他辺が垂直辺であると共に、該斜辺と該垂直辺の交部が円弧
形状をなす凸部と、
から成る板材Ｃ。
（４）　以上の固定板Ａ、固定板Ｂ及び板材Ｃを固着して成る柱取り付け型結合金物素材
Ｄ。
２、　（１）　下辺に比して上辺の長い台形形状を有すると共にボルト挿入孔を複数個設
けた側板Ｅ。
（２）　二枚の側板Ｅ・Ｅにより挟持される形状で使用されると共にボルト挿入孔を複数
個設けた板材であり、
一辺が垂直辺であり他辺が右上りの斜辺であると共に、該垂直辺と該斜辺の交部が円弧形
状をなす凸部と、
一辺が左下がりの斜辺であり他辺が垂直辺であると共に、該斜辺と該垂直辺の交部が円弧
形状をなす切り欠き部と、
から成る板材Ｆ。
（３）　以上の側板Ｅ・Ｅ及び板材Ｆを固着して成る梁取り付け型結合金物素材Ｇ。
３、　以上の柱取り付け型結合金物素材Ｄと梁取り付け型結合金物素材Ｇより成る木造軸
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組の柱と梁の結合金物。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は木造軸組における柱と梁の結合方法及びこの結合方法に使用される結合金物に関
するものである。
【０００２】
【従来の技術】
木造軸組における柱と梁の結合方法としては従来図５に示すようなものがあった。ここに
図５は従来の結合金物を使用して柱と梁を結合する場合の斜視図である。
【０００３】
結合金物８０の当て板部８１を、柱８２の側面に設けたほぞ溝に嵌入する。そのうえで柱
８２に設けたボルト挿入孔８３、当て板部８１に設けられたボルト挿入孔８４及び柱８２
の側面に当接された座金板８５に設けられたボルト挿入孔８６にボルトを挿入し固定する
。
【０００４】
そして梁８７を、梁８７に設けられたスリット８８が結合金物８０の側板部８９に嵌入さ
れる形態で柱８２と梁８７を結合する。
【０００５】
係る状態のもと側板部８９に設けられたボルト挿入孔９０及び梁８７に設けられたボルト
挿入孔９１にボルトを挿入し固定する。かようにして柱８２と梁８７を結合するのである
。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
一般に木材は繊維方向の力には強いが繊維方向と直交する方向の力には弱いという性質を
有する。これを柱と梁にかかる重量についてみると、柱にかかる重量は繊維方向にかかり
、梁にかかる重量は繊維方向と直交する方向にかかることになる。
【０００７】
そして、かような梁の重量に対する弱さは上述の従来例のような発明ではうまく解消され
ない。
【０００８】
そこで本発明は、梁の重量に対する弱さを重量を分散することでカバーしうる木造軸組の
柱と梁の結合方法と結合金物を提供することを目的とする。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
一、　上記課題を解決するために、本発明にかかる木造軸組の柱と梁の結合方法は以下の
ような工程より構成される。
【００１０】
１、　下辺に比して上辺の短い台形形状を有すると共にボルト挿入孔が複数個設けられた
側板部と、
この側板部の基端側から垂直方向に延出すると共にボルト挿入孔が複数個設けられた当て
板部と、
から成る固定板Ａ。
【００１１】
下辺に比して上辺の短い台形形状を有すると共にボルト挿入孔が複数個設けられた側板部
と、
この側板部の基端側から固定板Ａと逆向きの垂直方向に延出すると共にボルト挿入孔が複
数個設けられた当て板部と、
から成る固定板Ｂ。
【００１２】
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固定板Ａと固定板Ｂとにより挟持される形状で使用されると共に、ボルト挿入孔を複数個
設けた板材であり、
一辺が垂直辺であり他辺が右上りの斜辺であると共に、該垂直辺と該斜辺の交部が円弧形
状をなす切り欠き部と、
一辺が左下がりの斜辺であり他辺が垂直辺であると共に、該斜辺と該垂直辺の交部が円弧
形状をなす凸部と、
から成る板材Ｃ。
【００１３】
以上の固定板Ａ、固定板Ｂ及び板材Ｃを固着して成る柱取り付け型結合金物素材Ｄの構成
要素たる固定板Ａの当て板部を、柱側面に設けられたほぞ溝に嵌入した状態でボルトで固
定する工程と、
２、　下辺に比して上辺の長い台形形状を有すると共にボルト挿入孔を複数個設けた側板
Ｅ。
【００１４】
二枚の側板Ｅ・Ｅにより挟持される形状で使用されると共にボルト挿入孔を複数個設けた
板材であり、
一辺が垂直辺であり他辺が右上りの斜辺であると共に、該垂直辺と該斜辺の交部が円弧形
状をなす凸部と、
一辺が左下がりの斜辺であり他辺が垂直辺であると共に、該斜辺と該垂直辺の交部が円弧
形状をなす切り欠き部と、
から成る板材Ｆ。
【００１５】
以上の側板Ｅ・Ｅ及び板材Ｆを固着して成る梁取り付け型結合金物素材Ｇを、梁に設けら
れたスリットに嵌入し、且つボルトで固定する工程と、
３、　柱に取り付けられた結合金物素材Ｄの構成要素たる板材Ｃの凸部が、梁に嵌入され
た結合金物素材Ｇの構成要素たる板材Ｆの切り欠き部に嵌まり込み、且つ、板材Ｃの切り
欠き部に板材Ｆの凸部が嵌まり込む形状で結合金物素材Ｄと結合金物素材Ｇを嵌合させ、
係る状態のもと梁の側面から挿入されたボルトで結合金物素材Ｄと結合金物素材Ｇを固着
し、もって柱と梁を固定する工程。
二、　また本発明に係る結合金物は以下の部材で構成される。
【００１６】
１、　（１）　下辺に比して上辺の短い台形形状を有すると共にボルト挿入孔が複数個設
けられた側板部と、
この側板部の基端側から垂直方向に延出すると共にボルト挿入孔が複数個設けられた当て
板部と、
から成る固定板Ａ。
【００１７】
（２）　下辺に比して上辺の短い台形形状を有すると共にボルト挿入孔が複数個設けられ
た側板部と、
この側板部の基端側から固定板Ａと逆向きの垂直方向に延出すると共にボルト挿入孔が複
数個設けられた当て板部と、
から成る固定板Ｂ。
【００１８】
（３）　固定板Ａと固定板Ｂとにより挟持される形状で使用されると共に、ボルト挿入孔
を複数個設けた板材であり、
一辺が垂直辺であり他辺が右上りの斜辺であると共に、該垂直辺と該斜辺の交部が円弧形
状をなす切り欠き部と、
一辺が左下がりの斜辺であり他辺が垂直辺であると共に、該斜辺と該垂直辺の交部が円弧
形状をなす凸部と、
から成る板材Ｃ。
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【００１９】
（４）　以上の固定板Ａ、固定板Ｂ及び板材Ｃを固着して成る柱取り付け型結合金物素材
Ｄ。
【００２０】
２、　（１）　下辺に比して上辺の長い台形形状を有すると共にボルト挿入孔を複数個設
けた側板Ｅ。
【００２１】
（２）　二枚の側板Ｅ、Ｅにより挟持される形状で使用されると共にボルト挿入孔を複数
個設けた板材であり、
一辺が垂直辺であり他辺が右上りの斜辺であると共に、該垂直辺と該斜辺の交部が円弧形
状をなす凸部と、
一辺が左下がりの斜辺であり他辺が垂直辺であると共に、該斜辺と該垂直辺の交部が円弧
形状をなす切り欠き部と、
から成る板材Ｆ。
【００２２】
（３）　以上の側板Ｅ・Ｅ及び板材Ｆを固着して成る梁取り付け型結合金物素材Ｇ。
三、　以下上述のように構成される結合方法及び結合金物が如何に作用して課題を解決す
るかを図面を参照しながら述べる。
【００２３】
図１は本発明の実施形態を示す柱と梁の結合部分の斜視図であり、図２は本発明の結合工
程を示す斜視図であり、図３は結合金物素材Ｄ及びその構成体の斜視図であり、図４は結
合金物素材Ｇ及びその構成体の斜視図である。
【００２４】
本発明おいては図３において示される結合金物素材Ｄを柱に取り付け、他方で図４におい
て示される結合金物素材Ｇを梁に取り付け、両者を嵌合して柱と梁を結合するものである
。
【００２５】
そしてこの際、結合金物素材Ｄの構成要素である固定板Ａ及び固定板Ｂの側板部１０・１
０の斜辺１１・１１が、結合金物素材Ｇの構成要素である側板Ｅ、Ｅの斜辺２０・２０に
接合することになる。
【００２６】
他方で結合金物素材Ｄの構成要素である板材Ｃの斜辺１２が、結合金物素材Ｇの構成要素
である板材Ｆの斜辺２１に接合することになる。
【００２７】
上述のように、本発明では柱と梁に取り付けられた結合金物素材Ｄ、Ｇの構成体の斜辺部
分が接合する形で結合金物素材Ｄ、Ｇが嵌合し、もって柱と梁を固定するものである。こ
のように斜辺同士が接合することから梁の重量が垂直方向のみならず斜め方向にも分散し
てかかっていくことになる。
【００２８】
かようにして本発明では、梁の重量に対する弱さを重量を分散することでカバーしうる木
造軸組の柱と梁の結合方法と結合金物を提供することが可能となるのである。
【００２９】
【発明の実施の形態】
１、　以下好ましい発明の実施の形態につき図面を参照しながら述べる。
【００３０】
２、　本発明にかかる木造軸組の柱と梁の結合は、以下のような手順で行われる。
【００３１】
まず図３（ａ）において示される固定板Ａ、図３（ｂ）において示される板材Ｃ、及び図
３（ｃ）において示される固定板Ｂを、固定板Ａと固定板Ｂが板材Ｃを挟む形で一体にし
溶接、かしめ又はネジ着といった方法で固着し、図３（ｄ）において示す結合金物素材Ｄ
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となす。
【００３２】
この結合金物素材Ｄを図１、図２に示すように柱３０に設けたほぞ溝３１に、当て板部１
３ａ、１３ｂが嵌合する形で嵌め込む。そのうえで柱３０に設けたボルト挿入孔３２・・
・、当て板部１３ａ、１３ｂに設けたボルト挿入孔１４・・・、柱３０のほぞ溝３１が設
けられた面と反対面に当接された座金板５０に設けられたボルト挿入孔５１・・・及び当
て板部１３ａ、１３ｂに重ねて使用される板状のネジ付座金７０に設けたボルト挿入孔７
１に、ボルト６０・・・を挿入し固定する。
【００３３】
次に図４（ａ）、図４（ｃ）において示される側板Ｅ・Ｅと、図４（ｂ）において示され
る側板Ｆを側板Ｅ・Ｅが側板Ｆを挟む形で一体にし溶接、かしめ又はネジ着といった方法
で固着し、図４（ｄ）において示す結合金物素材Ｇとなす。
【００３４】
この結合金物素材Ｇを図１、図２に示すように、梁４０に設けたスリット４１に嵌め込む
。そのうえで側板Ｅ及び側板Ｆの正面視右辺及び上辺に設けたボルト挿入孔２２・・・及
び梁４０に設けたボルト挿入孔４２・・・に、ボルト６１・・・を挿入し固定する。
【００３５】
以上のように結合金物素材Ｄを柱３０に取り付け、結合金物素材Ｇを梁４０に取り付けた
うえで、当該結合金物素材Ｄと当該結合金物素材Ｇとが嵌合する形で図１に示すように柱
と梁を結合する。
【００３６】
この際結合金物素材Ｄの構成要素である板材Ｃの凸部１５が、結合金物素材Ｇの構成要素
である板材Ｆの切り欠き部２４に嵌合し、板材Ｆの凸部２３が板材Ｃの切り欠き部１６に
嵌合する形で結合金物素材Ｄと結合金物素材Ｇを結合する。
【００３７】
かような結合状態のもと固定板Ａ、固定板Ｂ及び板材Ｃに設けられたボルト挿入孔１７・
・・、側板Ｅ及び側板Ｆに設けられたボルト挿入孔２５・・・及び梁４０に設けたボルト
挿入孔４３・４３にボルト６２・６２を挿入し、結合金物素材同士及び結合金物素材と梁
とを固定する。
【００３８】
また固定板Ａ及び固定板Ｂの側板部１０・１０の正面視右下端部に設けられたボルト挿入
孔１８・１８、板材Ｃの凸部１５の正面視左下端部に設けられたボルト挿入孔１８及び梁
４０に設けられたボルト挿入孔４４にボルト６３を挿入し、結合金物素材Ｄを梁４０に固
定する。
【００３９】
以上のようにして結合金物素材同士及び柱と梁を固定するのである。
【００４０】
３、　次に結合金物素材の構造につき述べる。
【００４１】
図３（ａ）は固定板Ａの斜視図である。固定板Ａは、下辺に比して上辺の短い台形形状を
有すると共にボルト挿入孔１７及びボルト挿入孔１８が設けられた側板部１０と、この側
板部１０の基端側から垂直方向に延出すると共にボルト挿入孔１４が複数個設けられた当
て板部１３ａとで形成されるものである。
【００４２】
図３（ｂ）は板材Ｃの斜視図である。板材Ｃはボルト挿入孔１７、ボルト挿入孔１８が設
けられた板材であり、一辺が垂直辺であり他辺が右上りの斜辺であると共に、該垂直辺と
該斜辺の交部が円弧形状をなす切り欠き部１６と、一辺が左下がりの斜辺であり他辺が垂
直辺であると共に、該斜辺と該垂直辺の交部が円弧形状をなす凸部１５とが形成されてい
る。
【００４３】
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図３（ｃ）は固定板Ｂの斜視図である。固定板Ｂは下辺に比して上辺の短い台形形状を有
すると共にボルト挿入孔１７、ボルト挿入孔１８が設けられた側板部１０と、この側板部
１０の基端側から固定板Ａと逆向きの垂直方向に延出すると共にボルト挿入孔１４が複数
個設けられた当て板部１３ｂとで形成される。
【００４４】
図４（ａ）及び図４（ｃ）は側板Ｅの斜視図である。側板Ｅは下辺に比して上辺の長い台
形形状を有すると共に、複数のボルト挿入孔２２及びボルト挿入孔２５が設けられたもの
である。
【００４５】
図４（ｂ）は板材Ｆの斜視図である。板材Ｆは複数のボルト挿入孔２２・・・及びボルト
挿入孔２５が設けられた板材であり、一辺が垂直辺であり他辺が右上りの斜辺であると共
に、該垂直辺と該斜辺の交部が円弧形状をなす凸部２３と、一辺が左下がりの斜辺であり
他辺が垂直辺であると共に、該斜辺と該垂直辺の交部が円弧形状をなす切り欠き部２４と
が形成されている。
【００４６】
【発明の効果】
本発明の以上のように構成されていることから、梁の重量に対する弱さを重量を分散する
ことでカバーしうる木造軸組の柱と梁の結合方法と結合金物を提供することが可能となる
のである。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施形態を示す柱と梁の結合部分の斜視図。
【図２】本発明の結合工程を示す斜視図。
【図３】結合金物素材Ｄ及びその構成体の斜視図。
【図４】結合金物素材Ｇ及びその構成体の斜視図。
【図５】従来の結合金物を使用して柱と梁を結合する場合の斜視図
【符号の説明】
１０・・側板部　　　１１、１２・・斜辺
１３ａ、１３ｂ・・当て板部　　　１４、１７、１８・・ボルト挿入孔
２０、２１・・斜辺　　　２２、２５・・ボルト挿入孔
２３・・凸部　　　２４・・切り欠き部
３０・・柱　　３１・・ほぞ溝
３２・・ボルト挿入孔
４０・・梁　　４１・・スリット
４２、４３、４４・・ボルト挿入孔
５０・・座金板　　　５１・・ボルト挿入孔
６０、６１、６２、６３・・ボルト
７０・・ネジ付座金　　　７１・・ボルト挿入孔
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】
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